
１
日
目
、
藤
本

康
成
実
行
委
員
長

よ
り
、
安
倍
首
相

が
言
う
改
憲
の
狙

い
を
見
抜
き
、
私

た
ち
が
め
ざ
す
社

会
に
し
て
い
こ
う

と
呼
び
か
け
た
。

地
元
、
連
帯
か

ら
、
沖
縄
知
事
選

で
安
倍
首
相
は
県

民
に
寄
り
添
う
と

言
っ
て
い
た
。
玉

城
氏
が
勝
利
し
た
が
辺
野
古
基

地
建
設
工
事
は
続
い
て
い
る
。

安
倍
政
権
を
倒
す
と
あ
い
さ
つ

し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
緊
急
事

態
条
項
は
権
力
者
が
法
を
守
ら

ず
に
行
動
を
認
め
る
条
項
で
あ

る
。自

然
災
害
の
対
応
は
自
治
体

の
対
応
が
重
要
。
現
場
の
事
情

が
分
か
ら
な
い
政
府
に
権
限
を

与
え
る
の
は
適
切
で
は
な
い
。

自
衛
隊
は
自
然
災
害
に
必
要

と
言
う
が
自
然
対
策
基
本
法
で

対
応
で
き
る
。
北
海
道
の
元
自

衛
隊
員
の
証
言
で
東
日
本
大
震

災
時
に
日
米
軍
事
訓
練
を
優
先

に
行
っ
て
い
た
た
め
に
石
巻
に

着
い
た
の
が
９
日
後
で
米
兵
か

ら
も
非
難
の
声
が
あ
っ
た
。

憲
法
９
条
だ
け
で
は
な
く
、

24
条
（
家
庭
に
お
け
る
個
人
の

尊
厳
と
両
性
の
平
等
）
の
大
切

さ
を
報
告
し
た
。
非
暴
力
な
社

会
を
つ
く
る
憲
法
24
条
と
９
条

が
つ
な
が
る
。

２
日
目
の
分
科
会
で
は
「
地

球
環
境

脱
原
発
に
向
け
て
」

と
し
て
、
原
子
力
研
究
室
の
伴

英
幸
さ
ん
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な

人
の
犠
牲
に
よ
っ
て
原
発
は
成

り
立
っ
て
い
る
。

国
連
人
権
理
事
会
よ
り
日
本

政
府
へ
勧
告
が
さ
れ
て
い
る
が

実
行
さ
れ
て
い
な
い
。

北
海
道
、
福
島
、
茨
城
、
島

根
、
愛
媛
か
ら
原
発
問
題
課
題

に
つ
い
て
報
告
し
た
。

３
日
目
、
特
別
提
起
で
は
、

東
海
第
２
原
発
に
つ
い
て
茨
城

平
和
擁
護
県
民
会
議
相
楽
衛
事

務
局
長
よ
り
、
11
月
7
日
、
原

子
力
規
制
委
員
会
は
運
転
期
間

延
長
を
認
可
し
た
。
今
後
は
６

市
村
へ
の
働
き
か
け
を
強
め
再

稼
働
を
止
め
る
と
決
意
し
た
。

他
に
日
本
軍
事
同
盟
、
横
田

基
地
の
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
、
女

性
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
提

起
さ
れ
た
。

勝
島
一
博
実
行
委
員
会
事
務

局
長
よ
り
分
科
会
の
議
論
を
地

域
・
職
場
に
持
ち
寄
ろ
う
。

国
民
投
票
法
は
独
裁
者
ほ
ど

好
ん
で
す
る
。
安
倍
政
権
を
打

倒
し
、
野
党
協
働
で
市
民
連
合

を
中
心
に
、
来
年
の
統
一
地
方

選
挙
、
参
議
院
選
挙
に
地
域
で

奮
闘
し
よ
う
と
ま
と
め
た
。
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11
月
17
日
～
19
日
、
佐
賀
県
に
て
「
憲
法
で
は
な

く
、
政
治
を
変
え
よ
う
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
憲
法
理

念
の
実
現
を
め
ざ
す
第
55
回
護
憲
大
会
が
開
催
し
た
。

１
日
目
の
開
会
集
会
に
は
１
６
０
０
人
、
３
日
目
の

閉
会
集
会
に
は
６
０
０
人
が
全
国
各
地
か
ら
参
加
し

た
。

職
場
の
矛
盾

仕
事
の
不
満

国
労
に
結
集
し

み
ん
な
で
相
談

解
決
へ

水
戸
地
方
本
部
旗
開
き

日
時

２
０
１
９
年
１
月
12
日
（
土
）

11
時
受
付

11
時
30
分
～

場
所

水
戸
京
成
ホ
テ
ル


